



A Study on Youth Hostel 
Ohchi NAKAMURA 
The Youth Hostel movement in Japan has remarkably developed in recent year. 
The total of the membersip in Japan Youth Hostel Association is the largest in the 
world. 
But the development was so rapid that there are many problems in it. 
These problems are as follows: 
(1) The spirit of Youth Hostel movement is not enough understood 
(2) The present condition of Hosteling in Japan is almost the same as the sight-seeing 
travel. 
(3) The private Hostel of Japan Youth Hostel association is very few. 
And everybody can use the public Youth Hostel that the local public corporation establishes， 
even he is not the member of Youth Hostel association. 
So there must be some troubles. 
1 researched these problems in five Youth Hostels. 


























































































































































































































1966年(昭和41年)7 月 11 日 ~17日→予備調査



























ユースホステル 標本数 回収数 (率)
男 女
臼井 Y H(静岡・直営) 100 98(98%) 97(97~め 42 55 
市ヶ谷 YH(東京圏公営) 100 53(53%) 50(50%) 16 34 
健康の家YH((鯨ー塁塁開放) 50 42(84%) 40(80%) 20 20 
美吉旅館愛知-E兼業 50 43(86%) 41(82%) 31 10 
犬山 Y H(愛知・公営〉 150 22(14.7%) 22(14圃7%) 11 11 












臼井YH 1市ヶ谷YH 1健康の家YHI 美吉旅館 | 犬山YH
?
男(女|男 |女 l男|女|男 |女|男 |女|男傍)I女ω|計(必)
18 2 5 
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9 ( 3.8) 
1 
2 ( 1.7) 2 ( 0.8) 
2 1 23 (19.2)1 24 (18.5)1 47 (18.8) 
1 1 (0.8)1 13 (10川114 ( 5.6) 
5 ( 4.2)1 ー 1 5 ( 2.0) 
6 (5.0)1 5 (3.9)1 11 ( 4.4) 
2 (1.7)1 5 (3.9)1 7 ( 2.8) 























非会員 68.5 68.3 
63.6 
36 37 38 39 




白井 Y H 42 55 。。42 55 
市ヶ谷 YH 7 32 9 2 16 34 
健康の家YH 20 17 。3 20 20 
美吉旅館 28 8 3 2 31 10 
犬山 Y H 10 3 1 8 11 11 







































































































男子は 1割 (10.8%)が無断解約している. (図8)
した しない 無記不明
男子10脱| 74.2 |日l
女子o 84.6 ~ 
3.9% 
全体tlJ 79.6 o 
図8 無断解約






とJl'友交をはかる ζと」となっている. (図 9)
女子|引61 28.5 113.81 20.0 171113.11t3.1 












































35.4% 36.9 26.9 lい





















46.7% 1 32.5 115.015.SI 
33.8% 37.8 U3.8 














女子は 4 割と少し (42.3~的しか持っていない. (図14)
持つ 持たない 無記
59.2% 33.3 R 
42.3% 52目3 ~ 














~ 時々する しない 無記
男子B 71.6 B 
女子~ 72.3 @J 













現 大変よい 6 7 8 3 2 3 1 1 1 1 3 5 21 20 41 
行
の 大体よい 12 20 16 28 5 9 7 11 13 9 9 6 1 4 63 87 150 
予
約制 具合が悪い 7 3 5 4 3 1 2 4 6 5 7 1 
1 - 31 18 49 
度 無 記 4 - I 1 一一 2 2 5 5 10 




したくてもでき 3 一 3 2 1 5 2 3 1 一一 15 5 20 
ない
無断解約の原因 1 - 1 1 2 1 3 になる
カ3
そ の 他 1 - 1 - 1 1 1 1 1 2 6 3 9 悪
L、
無 記 1 - 1 2 2 
予
し Tこ 26 29 23 30 9 13 8 17 14 14 14 7 1 10 95 120 215 
し な し一、 3 1 7 5 1 - 2 1 6 1 4 - 1 - 24 8 32 
約
無 言己 1 1 - 1 1 2 3 
6 日以前 3 3 1 7 1 1 1 l 2 1 2 2 10 15 25 
7 ~ 10 5 5 4 一 3 - 2 2 1 1 1 - 16 8 24 
予 11 ~ 15 6 一一 1 1 2 3 一一 3 10 13 
約 16 ~ 25 9 4 4 21- 1 2 1 3 2 ー 3 l 18 14 32 
し 26 ~ 35 5 3 9 12 3 4 1 7 1 2 6 3 l 1 26 32 58 
た 36 ~ 65 3 5 4 6 1 6 1 5 4 3 2 1 4 15 30 45 
66 ~ 90 1 1 1 1 1 - 3 2 5 
無 記 2 1 3 1 11- - 1 立ー 2 4 9 13 
無
し Tこ 1 - 3 - l 2 5 2 3 1 13 5 18 
解約断 し な
L、 22 25 25 32 7 11 7 15 14 13 13 7 1 7 89 110 199 
無記不明 7 5 4 4 2 2 1 1 3 1 3 18 15 33 
無 事 故 1 - 1 1 一 3 3 
約断解 予定変更 1 1 - 2 2 2 1 - 1 5 5 10 
の 病 気 1 - 1 1 
理













I 9.5 I附有意 I6泊以上の
? ? ? ??????













































































1 1冒す|付 I~~~I 費す !?212叩 I~
2 - 1 - 1 
1 1 8 8 1 2 一一 1 ー
1 5 41- 2 ー 1 -
1 - 12 5 1 2 29 2 3 2 1 -
2 3 7 6 1 9 2 
1 - 2 8 10 13 2 3 ー 11 -
1 10 2 7 5 2 2 2 1一一
5 6 4 10 2 1 一一
明|男合計|女合計|男女合計
女 1(必) 1 (%) 1 (%) 
4( 3.3) 4( 1.6) 
10( 8.3) 12( 9.2) 22( 8.8) 
7( 5.8) 6( 4.6) 13( 5.2) 
30(25.1) 37(28.5) 67(26.8) 
12(10.0) 18(13.8) 30(12.0) 
1 115(12.5) 26(20.0) 41(16.4) 
22(18.3) 10( 7.7) 32(12.8) 
11( 9.2) 17(13.1) 28(11.2) 
2 一 4 2 1 1 - 1 - 1 1一一 9( 7.5) 4( 3.1) 13( 5.2) 
4 18 14 25 1 5 2 ー l 39(32.6) 46(35.4) 85(34.0) 
4 3 1 6 15 5 23 3 2 2 - 2 - 32(26.7) 36(27.7) 68(27.2) 
1 8 1 10 7 3 ー 1 114(11.7) 10( 7.7) 24( 9.6) 
1 ー 1 2 2 6 4( 3.3) 7( 5.4) 11( 4.4) 
3 1 2 3 2 1 一一 7( 5.8) 4( 3川 11( 4.4) 
3 1 2 ー 2 - 7( 5.8) l( 0.8) 8( 3.2) 
4 11- - 4( 3.3) 1( 0.8) 5( 2.0) 
1 一 8 8 2 11 2 3 11 - 2 13(10.8) 25(19.2) 38(15.2) 
1 - 4 1 1 18 20 7 2 2一 1 132(20.1) 24(23園1) 56(21.3) 
1 4 1 8 3 1 - 1 - 1 一 16(10.1) 4 20( 7.6) 
4 5 1 一一 1 - 1 11( 4.2) 
2 2 13 3 4 1 3 - 1 23(14.5) 7 30(11.4) 
4 2 5 4 6 17 2 1 17(10.7) 24(23.1) 41(13.6) 
1 - 6 2 10 - 6 - 2 - 25(15.7) 2 27(10.3) 
1 2 1 10 11 - 1 14 15( 5.7) 
7 3 16 20 5 1 2 ー 1 - 31 (19.5) 24(23.1) 55(20.9) 
1 - 4 2 - 1 4 4 8( 3.0) 
4 - 18 15 14 25 1 5 2 - 1 一一 39 46 85 





















女|男女 1(予約 1(銘) 1 (必〕
営公同を
現状のままでよい 32 22 8 7 2 4 4 1 5 ー 1 7 11 58(48.3) 46(35.4) 104(41.0) 
なんともいえない 16 27 4 9 3 7 1 - 1 1 1 1 6 3 132(26.7) 48(36.9) 80(32.0) Yじ
HK 
が扱 改めた方がよい 6 16 9 6 3 5 5 3 5 4 一一 1 128(23.3) 35(26.9) 63(25.2) 
云A つラF
員こ 無 記 2 1 一一 2( 1.7) 1 ( 0.8) 3( 1.2) 
とと
正非当? 計 56 66 21 22 8 16 10 4 1 1 5 1 2 13 15 120 130 150 
員 男 女 言十 122 43 24 14 16 3 28 
料金の差をつける 2 4 3 1 1 2 3 1 1 2 一一 1 110(35.7) 11(31.4) 21 (33.3) 
改
め 非会員は泊めぬ 3 7 6 3 2 2 2 2 3 2 一一 16(57.1) 16(45.7) 32(50.0) 
Tこ
方 そ の 他 3 11 - 1 一一 1 1( 3.6) 5(14.3) 6( 9.5) 
カ3
よ 無 記 1 2 1 1( 3.6) 3( 8.6) 4( 6.3) L、
計 6 16 9 6 3 5 5 3 5 4 1 128 35 63 


























~18 : 19~ 
41~40年: 39~ 
年令層聞の差
入会年度聞の差
5勿で有意
3.結語
今より 17年前，戦後の昭和26年に起きた日本のYH運
動が，その後目覚ましい発展を遂げ，戦前からこの運動
を行なっている欧米諸国を数の上では会員数，ホステル
7.1 
年令層間l乙有意差は認められなかった.入会年度聞の
差は入会年度が古い程改めた方がよいとする者が多かっ
た.ホステル聞の差では公営YHと，公営以外のYHで
は回答傾向に差が認められた.
公営:公営以外ホステル間の差
ユース・ホステルに関する研究 285 
数とも抜き，前者は世界第1位，後者はポーランド， ド
イツに次いで第3位となっている.しかしその発展は世
界に例を見ないような余りな急激さであったので“ひず
み"が生まれているのではないかという点を明らかにし
たいというのが筆者の意図するところであった.
本研究では下の三点を主たる問題として考察していっ
た.すなろち，
(1)YH精神の普及がうまくいっておらず，会員のマナ
ーが近年低下している.
(2)YH活動本来の野外活動が見失われがちである.
(3)YH協会直営のホステルが少し一般契約ホステル
には不備な所もみられ，公営ホステJレは会員・非会員を
区別なく扱うので，乙 ζにも問題がある.の3点であっ
た.
そして実際に東京・静岡・愛知の5つのYHを選んで
ホステラーに対する調査をした.
それによると， (1)は大多数のものは自分のマナーをか
なり高く評価しているが，一部のものはホステル内での
規制を守らなかったり，予約をしなかったり，無断解約
をしたりしており，まだまだYH精神の普及はうまくい
っていない.
(2)は多くの者がYHを観光旅行のベースとして利用し
ている傾向が見られた.
(3)については公営YHが会員・非会員を区別なく扱っ
ていることにホステラーは反対しているという仮説を立
てたが，結果は，反対している者は25%しかなく，仮説
はくつがえされた.ここに何かホスピタリティ(厚遇精
神)といったものを感ずる.
これらの乙とから2，3提案してみたい.
(1)初心者に対する講習会を強化して， YH精神を身に
つけさせ，マナーの向上の一助とする.
(別協会はモデルホステリングなどを行い，野外活動の
知識や実際をホステラーに教える.また各ホステルはサ
イクリング車など野外活動の用具や錨設を備えて，ホス
テラーに利用させる.
(3)現在入会受付は各YH協会とその出張所でしか行な
っていないが，公営YHにおいても入会受付をしたらど
うであろうか.そうすれば非会員が行ってそこで会員に
なるケースも多いと思う.
(4)15才以下の低年令層にホステルを利用させるため，
学校教師などをYH運動の指導者にする.
(5)YHが特定のシーズンに偏って利用され，オフジー
ズンはわずかしか利用されていない現状を解消するた
め，社会保障制度を進め，国民休暇制度の徹底をはかる
ことを望む.現在中小企業では日曜は休ませても，祭日
は休ませないところが多く，中には日曜も月にー，二度
働かせると乙ろもある.ζれを大企業並にする ζとがま
ず先決であろう.
以上YH!r.関して，ほんの一端を論じて来たが，まだ
まだ多くの問題が残っているので，今後とも更に色々研
究して行きたい.
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